予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名: 恵みの森づくりコンソーシアム推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　林政部 林政課 恵みの森づくり推進室 緑化運動係　電話番号：058-272-1111（内3028）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,800千円（前年度予算額： 1,300千円）
	事業内容


	１　事業の概要


（１）恵みの森づくりコンソーシアム推進事務費（推進事務、ＰＲ、会員募集）

　　a）恵みの森づくりコンソーシアムの運営、

　　b) 恵みの森づくりコンソーシアムの取り組みＰＲ、会員の募集

＜恵みの森づくりコンソーシアム＞
「全国植樹祭５周年記念大会（H23.5.21）において、今後の５年間の森林づくり　の方針として、新たに「環境保全を重視した森林づくり」を打ち出し、その一　環として県民協働の組織として設立
（２）恵みの森づくりコンソーシアムモデル事業費

	恵みの森づくりコンソーシアムは、今後の森林づくりについて、環境保全を重視しながら新たな森林資源の価値に注目して活用を進め、林業ではカバーされない里山・奥山林の持続的な保全と森林資源を活用した産業の育成を目指すため、理念を同じくする県民、企業、NPO等が互いに連携・協働するために設立した。

その取り組みを推進するため、川上（木材生産）から川下（木製品への使用・理解）まで一連とした森林資源を活用するモデル事業を実施することにより、会員の連携強化を推進する。

【実施内容】
川上から川下まで一体となってできる森林資源の活用モデルとして、森の恵みを生かし、材料の提供から、木の製品（積み木、木の椅子、木のおもちゃ等）作成までを委託する。
また、出来た物を子育て支援センター、児童館、幼稚園、保育園に貸し出すことにより、「森の恵み」の活用を図る。


	２　所要経費


（１）恵みの森づくりコンソーシアム推進事務費

旅費　　　　　 　 893千円（県内、中京圏、首都圏等でのイベントや打合せ等）

需用費　　　　　　 37千円（コピー用紙、イベント用パネル等事務用品）

役務費　　　　　  108千円（電話代及び送料等通信運搬費）

使用料及び賃借料　 62千円（会議室等会場借り上げ）

負担金　　　　　　200千円（イベント出展負担金）

（２）恵みの森づくりコンソーシアムモデル事業費

　委託費　　　　　　500千円（恵みの森づくりコンソーシアムへ作成委託）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300

	要求額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	決定額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　「恵みの森づくりコンソーシアム」を中心に、企業、ＮＰＯ等からの提案を取り入れ森林の持つ多様な価値を活用した森林づくり活動を実施していく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	コンソーシアム会員数

	（H22）
	21
（H23設立当初）
	()
	24
（H24）
	100
（H28）
	24.0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
4月20日：岐阜市内で平成24年度総会及び意見交換会開催（参加者：26人）
　　5月13日：ぎふ清流国体・ぎふ清流大会記念植樹を「ドコモ土岐の森」（土岐市）にて開催（参加者：約150人）
  　6月 3日：オークヴィレッジ（株）、ミズノテクニクス（株）、ＮＰＯ法人ドングリの会との共催により、「バットの森」の森林づくり活動を実施。
（参加者：約80人）
　　6月 9日：第41回岐阜県みどりの祭り(飛騨市)にて出展(会員の取り組み紹介等)
　　7月15日：清流の国ぎふづくり県民大会（高山市）にて出展

　　8月 5日：ぎふ山の日フェスタ2012(岐阜市)にて出展

　　8月 8日：岐阜市内で会員を対象とした勉強会及び交流会を開催

　　9月29日～10月15日：ぎふ清流国体・ぎふ清流大会会場内（清流ミナモ広場）取り組みを紹介



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
○県内外の企業、ＮＰＯなど24団体が恵みの森づくりコンソーシアムの趣旨に賛同　し会員となっている。また、当コンソーシアムの取り組み及び会員の取り組みを広くＰＲしている。
○勉強会等を開催することにより、会員の知見も向上しつつあり、森の恵みの活用に対する理解も広まりつつあり、また会員間の交流も出てきている。
○県が行う、「環境保全モデル林整備・活用策定会議」の構成員として、コンソーシアム会員からの意見等をいただいている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○


	恵みの森づくりコンソーシアム事務局は県におかれていることからＰＲや運営については県主体的に行う必要性がある。


	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	設立当初（平成23年7月）から会員数は増加している。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　多数の方が来場する県関連イベントへの出展（無償）を行い、ＰＲのための出展費用の節減を図っている。都市部の十万人規模のイベントへの出展により1回の出展の効率性を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　会員の数が少ないため、会員の増加に努める必要がある。また、さらなる会員の知見の向上を図る必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
会員の入会説明会を実施し、会員の増加を図る。

また、継続的に勉強会等を実施することにより、会員の知見の向上及び交流を図る。


